
 

  

  

 

     

 

 

 

 

 

新潟 RC１０月第 ３例会 (2016.10.18) №３１５５ 

 

(1) ロータリーソング「我らの生業」斉唱  

(2) 宇尾野 隆会長挨拶 

10月 18日 東京 RCの創設 

10月 15日（土）7RC野球大会がありホストを新潟クラブが努め

させていただきました。すばらしい成績であったようです。後程、

ご報告をしていただきます。明後日10月20日は、日本で初め

てできた東京 RCの創立された日であります。前の例会でもお

話したように、東京 RCの創立には、米山梅吉さんと福島喜三

次さんが深く係わっています。福島喜三次さんは、1881年に

佐賀県有田に生まれました。長崎商業学校から東京高等商業

学校（現一橋大学）を首席で卒業、三井物産に就職、1905年

にニューヨークに転勤し、オクラホマ、ヒューストンを経てダラス

支店に勤務します。その後、ダラス RCに入会し、日本人初の

ロータリアンとなります。1918年に、政府特派財政経済視察団

の一員として渡米した三井銀行常務取締役の米山梅吉さんと

出会います。米山さん49歳、福島さん36歳でありました。1920

年の 1月に、福島喜三次さんは帰国します。その時、ダラス

RCのメリウェザ—会長より東京で RCの設立を勧められ、帰国

後の 2月28日付けで、国際RC連合会から特別代表を委嘱さ

れました。しかし、一社員である福島三喜次さんの力では、会

員の募集は思うようにいかず、4 ヵ月後にシカゴへ送った書状

には、特別代表には米山梅吉氏が最適任であると報告してい

ます。東京での RC設立が難航していることを察知した国際

RC連合会は、福島さんの申し出を受け入れ、さらに元上海

RC会長であったパシフィック・メイル汽船会社のジョンストン横

浜支店長を共同代表に加えました。その効果はてき面で、会

員の人選は、米山さん、ロータリーへの手続はジョンストンさん、

雑務は福島さんが担当し、同年 10月 20日に、チャーターメン

バー24名が丸の内の銀行倶楽部に集まって東京 RCの創立

総会が開かれました。チャーターメンバーは財界から選び抜

かれた錚々たる顔ぶれでありました。その一部を企業名と役職

をご紹介させていただきます。日本銀行・理事、三井銀行・重

役、三井物産・副支配人、日本郵船・副社長、日興証券・社長、

三越百貨店・重役、清水組・社主、芝浦製作所・重役、興業銀

行・副総裁、明治生命・重役、内外興業・重役、富士紡・社長、

東京日日新聞・重役、日本製鋼・社長、三井鉱山・重役、商科

大学、学長、東京市電気局、局長などの方々です。 

 

しかし、人格的にも立派な大実業家ばかりの集まりでしたが、

当初は、月一回の例会でありましたが、あまり集まりがよくあり

ませんでした。例会では、毎月一回、第二水曜日でありました

が、年末年始は休会であり、真面目にロータリー活動をしてい

なかったようであります。初代会長の米山さんは、クラブ維持

のために妥協を強いられたようで、ルールと親睦が対立した時

は、ルールは捨てたようです。しかし、米山さんはクラブ体制

が整ってから、ルール厳守を要求するようになり、一部から反

感を買うことになったそうです。 このような、東京クラブに電撃

的なショックを与えたのが、1923年9月1日の関東大地震であ

ります。当時のガイ・ガンディカ RI会長は、9月 4日にお見舞

いと支援申し出の電報を東京RCへ送りました。そしてRI事務

総長チェスペリーは、9月16日に25000＄の大金を義援金とし

て東京クラブに送ってきました。これが、呼び水となって世界

中の 503クラブから、総計 89000＄の義援金が送られてきまし

た。この金額は、今の価値で 1億円以上であります。これを見

て、腰を抜かすほど驚いたのが日本のロータリアンでありまし

た。今までロータリーなど大した組織ではないと馬鹿にしてい

ましたが、これは大変な組織であるということで、それから謙虚

にロータリーの奉仕を学ぶようになったということであります。 

余談ですが、幹事であった福島喜三次さんでありますが、

1921年の4月に東京RCの例会にほとんど出席できないまま、

大阪へ転勤となり、そこで出会った関西財界の星野行則さんと

1922年11月17日に大阪RCを創立し、幹事を務めています。

本日は、東京 RCの創設についてお話をさせて頂きました。 

(3) ゲストの紹介 

 東日本旅客鉄道（株）新潟支社支社長秘書 中澤義国氏 

(4) 米山奨学生 ファム ホアン アイン さんへ   

奨学金贈呈、挨拶 

(5) 新会員の紹介 

 

第四銀行の大沼公成と申します。この度、㈱ウオショクの宇

尾野社長様、ならびに㈱新潟放送の竹石社長様からのご 
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推薦を賜り、歴史と伝統ある新潟ロータリークラブに入会さ

せていただくこととなりました。私は新発田市出身ですが、

当行に入行してからは新潟県内だけでなく、大宮、名古屋

といった県外での支店勤務を通じて、新潟県が産み出す

「ひと・もの・かね」のパワーを実感して参りました。ロータリ

ークラブでは、新潟の持つパワーを新潟の更なる発展に

活かしていくだけでなく、様々な活動や幅広い方々との交

流を通じて、新潟の情報を多方面に発信し、より魅力的な

「まちづくり」のために少しでも貢献できればと考えておりま

す。皆様方からのご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し

上げます。 

(6) 委員会報告 

・織戸潔職業奉仕委員長より２５日開催の職場訪問（日本

海ＬＮＧ訪問）案内があった。 

・樋熊 紀雄財団院長よりポリオプラス支援協賛活動 

―ミリオンダラーミールについてー 

 今月１０月ポリオ月刊です。 ロータリーは、１９７９年に初

めてポリオのプロジェクトに関わりました。フェリッピンの６０

０万の児童にポリオの予防接種をするという５か年計画の

誓約です。これが保健、飢餓追放および人間性尊重（３－

H）の最初のプロジェクトで、国際ロータリーの７５周年基金

から補助金が授与されました。 １９８５年、故アルバート・

セービン博士の助言と支援を得てポリオプラス・プログラム

を設けました。ポリオと共に麻疹、ジフテリア、結核、百日

咳、破傷風の５つをプラスして同時追放を目的としているた

めにポリオプラスと呼んでいましたが、ポリオプラスの「プラ

ス」は当初の頃と意味あいが変わってきました。現在は、世

界的なポリオ撲滅運動がもたらした遺産のことを指していま

す。１９９５年規定審議会においてポリオプラスの目標は２０

００年までにポリオを一掃し、２００５年までに撲滅することが

採択されました。２００２年４月８０００万ドルの募集キャンペ

ーンがスタート、２００７年には、ビル・アンド・メリンダ・ゲイ

ツ財団の寄付とその同額を財団が集めることを約束しまし

た。その後もビル・アンド・メリンダ・ゲイツ財団は追加寄付

を発表しています。これまでに国際ロータリーの寄付は１２

億ドルにのぼるものです。ポリオプラスの目標は、ポリオの

撲滅を世界的に証明することです。ポリオプラスの目的は、

ポリオ発生地域のロータリアンを援助し、ポリオの撲滅に必

要な用具や補給品を提供することにあります。２０１６年７月

２７日現在パキスタンでは１４例、アフガニスタンでは８例の

発症が確認されています。 １０月２４日は「世界ポリオデ

ー」です。１０月２４日前後には世界各地でイベントが実施

予定です。日本においてもポリオ撲滅に向けて日本のロー

タリアンが力を合わせて活動しましょうというキャンペーン

が計画されています。当クラブでは毎年ポリオ撲滅のため

に会員の皆様から協賛金を送付してまいりました。今年度

も例年同様ミリオンダラーミールを実施し、その差額を寄付

いただきたく本日実施することとなりました。ご配慮のほど

よろしくお願いいたします。 

(7) 同好会報告 

・小林 建ゴルフ同好会幹事報告 

１０月１６日、ゴルフ同好会今年最後の例会を行いました。

優勝は竹田さん、２位は初出場の全日空 山田さん、３位

は小田さんでした。懇親会は新会員の古田さんのお店に

て行い、秋の一日を堪能しました。来年もよろしくお願いし

ます。 

・高橋 清文野球部監督 

１０月１５日（土）エコスタジアムで旧市内７ＲＣ親善野球大

会が開催されました。早朝８時からの第一試合、対中央ク

ラブと第２試合、対万代クラブとの戦いをどちらも逆転で勝

ち決勝進出を果たすことが出来ました。決勝はダントツの

戦力を持ち、勝ち上がって来た新潟西クラブとの対戦で１

対１７で大敗となりました。大差での負けとなりましたが当初

よりの目標であった決勝進出を果たし大満足です。有難う

ございました。 

(8) 各種ご寄付の発表 

米山奨学会寄付発表(竹田 正弘委員) 

徳山 啓聖君 竹田 正弘君 

青少年育成基金寄付発表(白勢 仁士委員長) 

白勢 仁士君 本間  彊君 

(9) ニコニコボックス紹介 

・野球同好会高橋清文監督、山田 隆一キャプテン、石川 

治壱幹事 市内野球大会３試合を戦ってくれました選手の

皆さん、早朝から応援にかけつけてくれたメンバーの皆さ

ん、事務局の皆さん、本当に有難うございました。心から感

謝申し上げます。 

・竹田 正弘君 ゴルフコンペで初優勝しました。細野さん、

高橋さん、小田さん有難うございます。また柴田会長、小

林幹事、有難うございました。 

・玉 知夫君 日曜日のゴルフ例会でラッキーセブン賞頂

きました。 

・大澤 強君 ７ＲＣ親善野球大会に於いて、高橋監督から

ＭＶＰならぬＭＰ賞をいただきました。大会に参加して初の

勝利となりニコニコです。 

(10) 幹事報告（内田 直紀幹事） 

例会終了後、新会員オリエンテーションを４階朱鷺の間で

開催致します。 

(11) 会員スピーチ「観光流動創造」 

東日本旅客鉄道株式会社  

執行役員新潟支社長 弭間 俊則 君 

(12) １０月１８日例会の出席率 ７３．６８  ％ 

会員数９９名（出席免除会員 ８名） 

出席者７０名（出席免除会員４名を含む） 

 (2週間前メーク後 ８８．３０ ％) 

 

１１月１日の例会予定 

「ロータリー財団月間に因むお話し」 

地区財団委員会 寄付・資金委員  

後藤隆生君（新潟南ＲＣ） 


